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次の ① ～ ⑤ の計算をしなさい。⑥ ～ ⑩ は指示に従って答えなさい。 

                       

①  －4－(－7) 

 

②  72 ÷ (－8) 

 

③ 3(－2𝑎 + 3𝑏)－(4𝑎－7𝑏) 

 

④  

 

⑤ (√5－4)２ 

 

⑥ 連立方程式             を解きなさい。 

 

 

⑦ 方程式 2𝑥2－3𝑥－4 = 0 を解きなさい。 

  

 ⑧ 次の図のような，２点Ｂ，Ｄを中心とする半径３ｃｍの２つの円が２点Ａ，Ｃで交わっている。 

∠ＡＢＣ＝９０°のとき，斜線部分の面積を求めなさい。 

 

 

 

 

  

 

 

 

⑨ 箱の中に，１から６までの数が書かれたカードが１枚ずつ合計６枚入っている。 

この中から同時に 2 枚取り出すとき，カードの数の和が奇数になる確率を求めなさい。 

 

 

高一般 

令４   数   学  (４５分) 

 

※解答はすべて解答用紙に記入しなさい。    
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⑩ 次の図のような，三角柱ＡＢＣ－ＤＥＦがある。この三角柱を３点Ａ，Ｅ，Ｆを通る平面で 

切ったとき，頂点Ｂのある立体と頂点Ｄのある立体の表面積の差を求めなさい。 

 

 

 

 

 

  

 

 

数学の授業で太郎さんと花子さんは次の〔問題〕について考えています。 

① ～ ③ に答えなさい。 

 

ある中学校の 3 年生の生徒を長いすに 1 脚に 8 人ずつ座らせたら，12 人が座れなか 

った。そこで，1 脚に 10 人ずつ座らせたら，２脚が余り，最後の長いすには 4 人だけ 

が座った。このとき，長いすの数と生徒の人数をそれぞれ求めなさい。 

 

① 太郎さんは，〔問題〕について， 次のように解き方を考えました。 

＜太郎さんの考え＞の (1) ， (2) に適切な式を書きなさい。 

 

生徒の人数に着目して考えます。長いすの数を𝑥脚として，生徒の人数を表すと， 

8 人ずつ座って 12 人座れなかったから，𝑥を用いて， (1) 人と表すことができま 

す。また，3 脚少ない長いすに 10 人ずつ座ることができて，4 人だけは 3 脚の中の 

1 つの長いすに座ることになるから，𝑥を用いて， (2) 人と表すことができます。 

 

 

Ｅ 

Ｂ 

（５枚のうちの 1枚め） 

 

 

〔問題〕  

<太郎さんの考え＞  

Ａ Ｃ 

Ｄ 

Ｆ 

5cm 

3cm 

4cm 

3cm 



② 花子さんは，〔問題〕について， 太郎さんとは別の解き方を考えました。 

＜花子さんの考え＞の (3) ，  (4) に適切な式を書きなさい。 

 

③ 長いすの数と生徒の人数をそれぞれ求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   長いすの数に着目して考えます。生徒の人数を 𝑦人として，長いすの数は，生徒 

数から 12 人少ない人数が 8 人ずつ座れたから，𝑦を用いて， (3) 脚と表すことが 

できます。また，生徒数から 4 人少ない人数が 10 人ずつ座ることができて，その 

ときの長いすの数は 3 脚少ない数だから，𝑦を用いて， (4) 脚と表すことができ 

ます。 

  (3)  ＝   (4)  

  これを解くと，長いすの数と生徒の人数をそれぞれ求めることができます。 

   

   長いすの数に着目して考えます。生徒の人数を y 人として，長いすの数は， 

生徒数から 12 人少ない数が 8 人ずつ座れたから，y を使って， (3) 脚と表す 

ことができます。また，生徒数から 4 人少ない人数が 10 人ずつ座ることが 

できて，そのときの長いすの数は 3 脚少ない数だから， (4) 脚と表すことが 

できます。 

  (3) ＝  (4)  

  これを解くと，長いすの数と生徒の人数をそれぞれ求めることができます。 

 

<花子さんの考え＞  



 ３   

 

 

右の図のように，𝑥 の値が０から２まで増加す 

るときの変化の割合が２である関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 に 

ついて，グラフ上に２点Ａ，Ｂがあり，点Ａの 𝑥 

座標は２，点Ｂの 𝑥 座標は －
 3 
2
 である。また， 

直線ＡＢと 𝑦 軸との交点をＣとする。座標の１目 

盛りを１cm とし，点Ｏは原点とします。①～⑤に 

答えなさい。                                                              

 

①  変化の割合について正しいのは，ア～エのうちではどれですか。当てはまるものをすべ

て答えなさい。 

 

ア 𝑦 = 
 1 

𝑥
 で，𝑥 の値が１から２まで増加するとき，変化の割合は正である。 

 

イ 𝑦 = 2𝑥2 で，𝑥 の値が －1 から２まで増加するとき，変化の割合は正である。 

 

ウ 𝑦 = 𝑥2 の変化の割合は常に一定である。 

 

エ 𝑦 = 3𝑥 + 1 の変化の割合は常に一定である。 

 

②  𝑎 の値を求めなさい。 

 

③  直線ＡＢの式を求めなさい。 

 

④  三角形ＯＡＣを，𝑥 軸を回転の軸として１回転させてできる立体の体積を求めなさい。 

 

⑤   𝑥 座標が０から２までの間で 𝑥 軸に垂直な直線を引く。この直線と直線ＡＢの交点を 

Ｐ,直線ＯＡとの交点をＱ, 𝑥 軸との交点をＲとする。三角形ＱＡＰと三角形ＱＯＲの面積が

等しくなるとき，𝑥 軸に垂直な直線の式を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５枚のうちの２枚め） 

 












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太郎さんと花子さんは，2020年は１月が特に暖かく，１年を通して記録的な暖かさだ 

ったというニュースを見て，自分たちの住んでいる N 市の 2020 年の気温の変化を調べて 

みました。図１, 図２はそれぞれ 2020年の N市における１月の日ごとの平均気温の度数 

分布表，ヒストグラムであり，図３の箱ひげ図は 2020年の N市における各月の日ごとの 

平均気温の分布を表したものです。①，② に答えなさい。 

            図１                     図２ 

①  太郎さんと花子さんは１月の日ごとの平均気温について度数分布表とヒストグラムをつくっ

て調べてみることにしました。<会話Ⅰ>を読んで, (1) ～ (3) に答えなさい。 

<会話Ⅰ> 

太郎：まず度数分布表(図１)の階級の幅を  (あ)  ℃でつくってみたよ。 

花子：この度数分布表をヒストグラム（図２）にしてみると最頻値が  (い)  ℃であるとわかる 

ね。 

太郎：階級の幅を半分にしてみたら，ヒストグラムは変化するよね。 

花子：(a)階級の幅を半分にしたヒストグラムをつくってみたわ。 

太郎：階級の幅が半分のヒストグラムでは，中央値が含まれる階級が （う） とわかるね。 

 

(1) （あ)  ,  (い)  に適当な数を書きなさい。 

 

(2) 下線部(a)のヒストグラムとして正しいものは次のア～エのうちではどれですか。一つ 

答えなさい。 

 

 

 

ア                  イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

階級(℃) 度数（日）

0以上  ～ 2未満 4

2  ～  4 16

4  ～  6 6

6  ～  8 5

計 31

（日） 

（日） （日） 

（℃） （℃） 

（℃） 



 

ウ                  エ 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) （う） に当てはまる適当な階級を求めなさい。 

 

②  太郎さんと花子さんは，１年間の気温の変化を調べてみるため，各月の箱ひげ図（図３）を 

つくってみました。<会話Ⅱ>を読んで, (1) , (2) に答えなさい。 

 

図３ 

<会話Ⅱ> 

花子：箱ひげ図を並べると１年間の各月の気温の変化がよくわかるわ。 

太郎：範囲が最も大きい月は  (え)  月で，四分位範囲が最も大きいのは  (お)  月だね。 

花子：２月や 12月は日ごとの平均気温が 0 ℃を下回る日があるけど，１月は日ごとの平均気温が 

 0 ℃を下回る日がないわ。 

太郎：１月と 12月の箱ひげ図を比べると，最大値と第３四分位数の差が 12月のほうが大きいか 

ら，12月のほうが１月より日ごとの平均気温が 5 ℃以上の日が多いよね。 

花子：それは誤りだわ。理由は,   (ｂ)  だから。 

(1)    (え)  ,   (お)  に適当な数を書きなさい。 

(2)   (ｂ)  に誤りの理由を書きなさい。 
 

（５枚のうちの３枚め） 

 
（日） （日） 

（℃） （℃） 

（℃） 
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A 

B C 

D 

E 

H 

 

     次の図は，長方形ＡＢＣＤを，対角線ＢＤを折り目として折り返したものである。 

頂点Ｃが移った点をＥとする。また，点Ａから対角線ＢＤにひいた垂線と対角線ＢＤ 

との交点をＨとする。次の①，②に答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  △ＢＨＡ ∽ △ＡＨＤを証明しなさい。 

 

 

②  ＡＢ＝２cm，ＡＤ＝４cmであるとき，(1) ～ (3) に答えなさい。 

 

   (1)  ＢＨ : ＨＤ を最も簡単な整数比で答えなさい。 

 

 

   (2)  線分ＡＨの長さを求めなさい。 

 

 

   (3)  △ＡＤＥの外接円の面積を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５枚のうちの５枚め）

①

②

③

④ ④

⑤

⑥ ，

⑦

⑧

⑨

⑩ 　

　

　

　

②(4)

②(2)

②(1)

（え）

（お）

　１月も12月もともに31日で，１月の第３四分位数

は５℃より高いので，５℃以上の日は　　以上ある

が，12月の第３四分位数は５℃より低いので，５℃

以上の日が　　より少ないから。

②(1)

長いすの数

生徒の人数

②(3)

( 脚 
)

( 脚 
)

( 脚 
)

( 人 
)

②(2)

③

4

(  cm
2 
)

( 人 
)①(1)

…

…

2

( 人 
)①(2)

②(3)

①(1)

②(1)

⑤

①(1)

①(3)

5①

△ＢＨＡと △ＡＨＤにおいて－9 ②

〔証明〕

(  cm
2 
)

(  cm
 
)

①

(  cm
3 
)

　△ＢＨＡ∽△ＡＨＤ　　　　　(終)

また，

だから，

２組の角が，それぞれ等しいので

仮定より，

　∠ＢＨＡ = ∠ＡＨＤ  ＝ ９０°  … ①

　∠ＡＢＨ =９０°− ∠ＢＡＨ

　∠ＤＡＨ =９０°− ∠ＢＡＨ

　∠ＡＢＨ= ∠ＤＡＨ  … ②

よって，①，②より，

（あ）

（い）

受 験 番 号

注意 １　答えに     が含まれるときは，    をつけたままで答えなさい。また，    の中の数は，できるだけ小さい自然数にしなさい。

２　円周率はπを用いなさい。

1 33 イ，エ

(  cm
2 
)

①(2)

③

 ※ 高一般

数 学 解 答 用 紙 令４

x  𝑦 

x 

𝑎

－10𝑎 + 16𝑏

３± 41

４

3

5

18 －
9

2
π

9

1

16
𝑎

8𝑥 + 12

10𝑥 − 26

19

164

y − 12

8

y−4

10
+ 3

1

𝑦 = 𝑥 + 3

𝑥 =－6 + 4 3

14π

2

3

3℃以上4℃未満

11

10

ウ

1 : 4

５π

４ ５

５

1

2

21 − 8 5

３ －２

1

4

1

4
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